
学校と
　家庭の学び
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る

つ が
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親
子
の
会
話
の
き
っ
か
け
と
し
て 

「
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
」
を
活
用

　

福
岡
市
に
隣
接
す
る
春
日
市
北
部
に
あ

る
日
の
出
小
学
校
は
、
１
９
９
９
年
に
開

校
し
た
新
し
い
学
校
だ
。
地
域
の
人
々
の

期
待
は
大
き
く
、
教
育
活
動
に
も
協
力
的

だ
と
い
う
。

　

同
校
は
２
０
０
５
年
度
、
文
部
科
学
省

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
地
域

運
営
学
校
）
に
指
定
さ
れ
た
。
地
域
の
意

見
を
聞
く
た
め
に
保
護
者
を
対
象
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
学
校
を
介
し
て
親

子
の
交
流
を
促
す
取
り
組
み
を
希
望
す
る

声
が
目
立
っ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
１

日
１
回
は
親
子
で
会
話
す
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
る
「
一
日
一
話
運
動
」
を
開
始
。
更

に
06
年
度
か
ら
は
、
連
絡
帳
と
日
記
帳
を

兼
ね
る
「
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
」（
図
１
）

を
全
校
で
導
入
。
親
子
の
会
話
の
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
。

　

ノ
ー
ト
は
１
週
間
が
見
開
き
に
な
っ
て

お
り
、
左
ペ
ー
ジ
に
は
翌
日
の
時
間
割
や

持
ち
物
な
ど
を
、
児
童
が
帰
り
の
時
間
に

記
入
す
る
。
右
ペ
ー
ジ
に
は
、
日
記
、
自

己
評
価
、
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
欄
が
あ
り
、

児
童
は
ノ
ー
ト
を
持
ち
帰
っ
て
日
記
と
自

己
評
価
を
書
く
。
保
護
者
が
そ
れ
を
読
ん

で
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

の
学
校
生
活
の
把
握
と
家
庭
で
の
話
題
作

り
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う
わ
け
だ
。

　

ノ
ー
ト
は
翌
朝
、
担
任
に
提
出
す
る
。

教
師
は
内
容
を
確
認
し
て
判
を
押
し
、
帰

り
の
時
間
に
返
す
。
あ
く
ま
で
も
児
童
と

保
護
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
た
め
、
教
師
は
コ
メ

ン
ト
を
書
か
な
い
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
の
規
範
や
長
期
休
暇

の
過
ご
し
方
を
書
い
た
ペ
ー
ジ
も
設
け
、

家
庭
生
活
の
目
安
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
「
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
」
は
導
入
か
ら

５
年
目
と
な
り
、
既
に
保
護
者
の
間
で
も

定
着
し
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
を
井
口
司

校
長
（
当
時
）
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
毎
年
４
月
に
行
う
保
護
者
と
の
懇
談

会
で
は
、『
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
』
の
目

的
や
使
い
方
、
前
年
度
か
ら
の
変
更
内
容

な
ど
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
説
明
し
ま

す
。
学
校
で
教
え
た
知
識
や
習
慣
の
定
着

に
は
家
庭
で
の
実
践
が
大
切
で
あ
る
こ
と

も
述
べ
、『
学
校
と
家
庭
で
役
割
を
分
担

し
て
児
童
を
育
て
ま
し
ょ
う
』
と
、
理
解

と
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
子

の
会
話
が
増
え
た
り
書
く
力
が
伸
び
た
と

保
護
者
が
実
感
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
ノ

ー
ト
が
続
い
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
す
」

家
庭
で
の
会
話
が
弾
み

国
語
力
が
伸
び
る「
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
」

福
岡
県
春
日
市
立
日
の
出
小
学
校

春
日
市
立
日
の
出
小
学
校
で
は
、連
絡
帳
と
日
記
帳
を
兼
ね
る「
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
」を

学
校
全
体
で
活
用
し
て
い
る
。
保
護
者
用
の
コ
メ
ン
ト
欄
を
設
け
、児
童
の
学
校
で
の
様
子
を

把
握
出
来
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、家
庭
で
の
親
子
の
会
話
が
増
え
た
と
い
う
。



29 ［小学版］2010 Vol .1

春日市立日の出小学校校長

井口　司
「学校・家庭・地域が一丸とな
り実効性のある取り組みを、
効率的に、でも一歩一歩着実
につづけたい」

福岡県春日市立日の出小学校
◎1999（平成11）年、春日北小学校より分離独立。05年
度に「コミュニティ・スクール」の指定を受け、学校、家庭、
地域が一体となった「響育」を実践。式典では三者の三部
合唱による校歌が歌われる。

校長 清武直人先生（2010年４月から）
児童数 380人
学級数 14学級（うち特別支援学級２）
所在地 〒816-0873
　　　　福岡県春日市日の出町3-1-10
TEL 092-572-4451
URL http://www.edu.fit.ac.jp/̃hinodee

自
主
学
習
の
手
引
き
部
分
は 

ノ
ー
ト
か
ら
あ
え
て
分
離

　
「
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
」
は
、
毎
年
少

し
ず
つ
改
訂
し
、
運
用
方
法
に
も
変
更
を

加
え
て
き
た
。
現
在
の
ノ
ー
ト
の
特
徴
は

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

１
．
児
童
の
思
考
の
流
れ
に
沿
っ
た
構
成

　

当
初
、
自
己
評
価
欄
は
左
ペ
ー
ジ
に
あ

っ
た
が
、
左
ペ
ー
ジ
に
学
校
で
書
く
項
目
、

右
ペ
ー
ジ
に
自
宅
で
書
く
項
目
を
ま
と
め
、

左
か
ら
右
へ
と
書
き
進
め
る
形
に
変
更
し

た
。
導
入
時
か
ら
ノ
ー
ト
作
成
に
か
か
わ

っ
て
い
る
江
口
尋
信
先
生
は
、
そ
の
理
由

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
日
記
を
付
け
て
か
ら
自
己
評
価
を
し
、

そ
の
日
の
自
分
を
改
め
て
振
り
返
る
と
い

う
思
考
の
流
れ
を
重
視
し
ま
し
た
。
記
入

ペ
ー
ジ
を
学
校
と
自
宅
で
分
け
て
あ
る
の

で
、
書
き
忘
れ
も
防
げ
ま
す
」

２
．
前
期
・
後
期
で
分
冊
化

　

ノ
ー
ト
は
Ｂ
５
判
で
、
前
期
と
後
期
で

１
冊
ず
つ
使
う
。
１
年
目
は
Ａ
４
判
で
年

間
１
冊
だ
っ
た
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
し
ま

い
に
く
く
、
１
年
を
通
し
て
毎
日
使
う
と

傷
み
が
激
し
い
た
め
、
分
冊
に
し
た
。

３
．
保
護
者
の
負
担
を
減
ら
す
配
慮

　

保
護
者
が
コ
メ
ン
ト
し
や
す
い
よ
う
に
、

学
級
だ
よ
り
に
記
入
例
を
掲
載
し
た
。
保

護
者
が
忙
し
く
て
コ
メ
ン
ト
が
書
け
な
い

場
合
に
は
、
一
言
だ
け
、
あ
る
い
は
サ
イ

ン
だ
け
で
も
良
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

４
．
担
任
の
負
担
も
軽
減

　

当
初
は
教
師
が
書
い
て
い
た
コ
メ
ン
ト

欄
を
保
護
者
用
と
し
、
教
師
は
判
を
押
す

の
み
と
改
め
た
。

　
「
毎
日
、
授
業
の
合
間
に
ク
ラ
ス
全
員

分
の
コ
メ
ン
ト
を
書
く
の
は
教
師
に
と
っ

て
相
当
な
負
担
で
す
。
ま
た
、『
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
』
と
い
う

元
来
の
目
的
か
ら
も
、
保
護
者
が
コ
メ
ン

ト
を
書
い
た
方
が
良
い
と
考
え
、
保
護
者

に
も
説
明
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
か
ら
相
談
や
質

問
が
あ
っ
た
場
合
は
返
事
を
書
く
な
ど
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
」（
井
口
校
長
）

５
．「
学
問
の
す
す
め
」
ペ
ー
ジ
を
分
離

　

０９
年
度
ま
で
は
、
学
習
態
度
や
家
庭
学

春日市立日の出小学校

江口尋信
４学年担任
「授業研究と子どもに向き合
う時間の両方をたくさん作り、
もっともっと子どもを伸ばし
たい」

＊プロフィールは取材時（2010年３月）のものです

見開き２ページを１週間で使う。日記は、低学年は３行、中・高学年は５行を書く。自己評価欄「振り返り
シート」は、○を１点、×を０点として一週間の合計点を算出し、最終的に年間合計点を出す。点数の集
計と分析は、学校運営に参画する地域・保護者が行い、教師の負担軽減につながっている

「日の出っ子ノート」（一部）は、Benesse教育研究開発センターの
ウェブサイトから加工可能な形式でダウンロード出来ます
http://view21.jp/s0141/

図１　日の出っ子ノート（中学年用）

４
年
生
の
日
記
か
ら

http://www.edu.fit.ac.jp/~hinodee/


ベネッセは、
『学校＆家庭  学び応援プロジェクト』
を実施しています。

ベネッセは２００７年度から「家庭学習に関する冊子」などを先生方やご家庭に無料で提供する
「学び応援プロジェクト」を実施しております。2009年度は、のべ約8,200校から約125万冊も
のお申し込みをいただきました。
２０10年６月は、「子どもに自ら学ぶ力を付ける」をテーマとした保護者向け無料冊子のお申し込み
受け付け、また、ご家庭からは夏休みに子どもの漢字力を付ける「漢字ばっちりポスター」のお申し
込み受け付けを行います。貴校の教育活動にぜひお役立て下さい。

学校＆家庭　学び応援プロジェクト
ホームページ
http: //www.benesse.co.jp /
manabiouen/

「家庭で伸ばす！
自分からやる子にする15の法則」

保護者
向け冊子

無  料

お申し込み受付中
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習
の
仕
方
な
ど
を
示
し
た
ペ
ー
ジ
「
学
問

の
す
す
め
」（
図
２
）
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、

１０
年
度
は
、
ノ
ー
ト
と
は
別
に
プ
リ
ン
ト

と
し
て
家
庭
に
配
布
し
た
。

　
「
児
童
の
様
子
か
ら
、
ノ
ー
ト
に
と
じ

込
む
だ
け
で
は
読
み
返
す
こ
と
が
少
な
く
、

効
果
は
薄
い
と
感
じ
ま
し
た
。
家
で
勉
強

机
の
前
に
貼
り
出
せ
る
よ
う
に
、
画
用
紙

に
印
刷
し
て
配
っ
て
い
ま
す
」（
江
口
先

生
）

　
「
日
の
出
っ
子
ノ
ー
ト
」
に
関
し
て
、

保
護
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
多
い
。
普
段

の
学
校
生
活
が
良
く
分
か
る
だ
け
で
な
く
、

友
人
関
係
や
勉
強
の
悩
み
な
ど
を
日
記
か

ら
読
み
取
り
、
解
決
の
た
め
に
親
子
で
話

し
合
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

成
果
は
児
童
の
学
力
に
も
現
れ
て
い
る
。

　
「
何
を
日
記
に
書
け
ば
良
い
か
分
か
ら

な
い
と
言
っ
て
い
た
児
童
も
、
毎
日
書
く

う
ち
に
、
書
き
方
も
書
く
内
容
も
自
分
で

工
夫
し
、
次
第
に
個
性
が
現
れ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
09
年
度
の
学
力
検
査

で
は
、
国
語
力
、
文
章
力
が
伸
び
て
い
ま

し
た
」（
江
口
先
生
）

　

10
年
度
は
、
ノ
ー
ト
の
目
的
と
し
て
、

新
た
に
「
学
力
向
上
」
を
加
え
た
。
既
習

の
漢
字
を
使
い
、
日
記
を
書
い
た
ら
読
み

返
し
て
表
現
を
確
認
す
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
。
保
護
者
に
も
、
今
ま
で
以
上
に

漢
字
や
文
章
の
書
き
方
に
も
注
意
し
て
目

を
通
し
て
欲
し
い
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
「
夏
休
み
前
の
保
護
者
会
で
は
ノ
ー
ト

を
使
っ
て
生
活
上
の
留
意
点
を
説
明
し
た

り
、
ノ
ー
ト
を
夏
休
み
の
読
書
カ
ー
ド
の

代
わ
り
と
し
て
、
日
記
部
分
に
感
想
を
書

か
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
よ
り
使
い
や
す

く
、
子
ど
も
の
力
が
付
く
よ
う
に
今
後
も

改
良
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
井

口
校
長
）

家庭学習の毎日の目安となるよう、低、中、高学年別に作成。具体的に数字を示すのが特徴で、漢字の
書き取りでは、３年生が440字、４年生が640字を目標としている

図2　学問のすすめ（中学年用）

「学問のすすめ」は、Benesse教育研究開発センターの
ウェブサイトから加工可能な形式でダウンロード出来ます
http://view21.jp/s0142/

＊一部編集部が加筆修正

http://www.benesse.co.jp/manabiouen/


ベネッセは、
『学校＆家庭  学び応援プロジェクト』
を実施しています。

ベネッセは２００７年度から「家庭学習に関する冊子」などを先生方やご家庭に無料で提供する
「学び応援プロジェクト」を実施しております。2009年度は、のべ約8,200校から約125万冊も
のお申し込みをいただきました。
２０10年６月は、「子どもに自ら学ぶ力を付ける」をテーマとした保護者向け無料冊子のお申し込み
受け付け、また、ご家庭からは夏休みに子どもの漢字力を付ける「漢字ばっちりポスター」のお申し
込み受け付けを行います。貴校の教育活動にぜひお役立て下さい。

学校＆家庭　学び応援プロジェクト
ホームページ
http: //www.benesse.co.jp /
manabiouen/

ベネッセのデータでみるベネッセのデータでみる

子どもの学び子どもの学び

「家庭で伸ばす！
自分からやる子にする15の法則」

保護者
向け冊子

無  料

お申し込み受付中

■ 家庭での学習時間　　■ 塾での学習時間

少ない

テレビやＤＶＤを見る

屋外で遊ぶ・スポーツをする（習い事を除く）

テレビゲームや携帯ゲーム機で遊ぶ

ゴロゴロする・ボーっとする

本を読む（マンガ・雑誌を除く）

学校の宿題（夏休みの宿題）をする

学校の宿題以外の勉強をする（塾の時間を除く）

家の手伝いをする

新聞を読む

中くらい

多い

保護者との会話量が「多い」
子どもは、「少ない」子どもよ
りも１週間あたりの家庭学習
時間が２時間長い

会話量は、父親との会話と母親との会話のそれぞれについて、「よく話をする」を４点、「ときどき話をする」を３点、「あまり話をしない」を２点、「ぜんぜん話をしない」を１点として合計し
（10～40点に分布）、これを各グループがほぼ均等になるように「少ない」「中くらい」「多い」の３グループに分けた

家庭での会話が多いほど学習時間が長い
小学４～６年生の１週間の学習時間（親子の会話量別）

0 102 6 84
（時間）

注）

出典：Benesse教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」
調査時期は2009年８月～10月、調査対象は全国の小学４年生～高校２年生（うち小学生は3,561人）、調査方法は学校通しの質問紙による自記式調査

5時間36分

6時間35分

7時間41分

50分

1時間4分

1時間37分

■ 「夏休み」　　■ 「ふだん（学校がある日）」

学校があるふだんの生活と
比べて、夏休みは身体を動か
す時間が増える一方、ゴロゴ
ロする時間も増加

家庭学習の時間はやや減少！

＊「ふだん（学校がある日）」は、Benesse教育研究開発センターが2008年に実施した「放課後の生活時間調査」の値を使用
＊「学校の宿題（夏休みの宿題）をする」と「学校の宿題以外の勉強をする（塾の時間を除く）」は、「放課後の生活時間調査」ではそれぞれ「学校の宿題をする」、
  「学校の宿題以外の勉強をする」の値を使用

夏休みは「ゴロゴロ」「ボーっと」が50分増加
小学５、６年生の生活時間（夏休みと学校がある日との比較）

0 31 2
（時間）

注）

出典：Benesse教育研究開発センター「小学生の夏休み調査」
調査時期は2009年９月、調査対象は全国の小学１年生～６年生の子どもをもつ母親4,644人、調査方法はインターネット調査

45分

36分

16分

36分
20分

31分
35分

17分
10分

3分
3分

1時間36分

1時間7分

2時間17分
1時間47分

1時間22分

31分
36分

上記の関連データはコチラ！
http://view21.jp/s0143/
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